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茂木編 1994 東大出版会)と 『コモンズの経
済学』(多辺田政弘 1990 学陽書房)である｡
また,両者を検討する適切な視点を与えるもの









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































10) 手沢 ･高木編 〔1992〕｢市場 ･公共 ･人間一社会的共
通資本の政治経済学｣第一書林


















































































































































































































































































































































































































































































































20) 1990年 4月28日 (朝日新聞)







































































































































































ンタール 川島武宣 ･潮見俊隆 ･中尾英俊 ･渡辺洋三諸
氏による ｢入会権｣の項参照







































































































































































































































































































































































































(丑自由権 ･生存権 (生命の安全) ②人権 (坐















































































































環境 NO ll 有斐閣

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































68 調査と研究 第11号 (1996.10)
を示そうとした｡
Vでは,さまざまな角度からのコモンズ論の
検討をふまえたうえで,あらためて二つのコモ
ンズ論に評価を加えるとともに,方法論上の反
省を掲げた｡
最後に,公共財の議論では常にフリーライ
ダーが問題になるが,希少資源を独占し,その
希少性を人為的に拡大していることによって利
益を受けている者の存在とメカニズムの解明が
現代自治の課題とあわせて必要であると考える｡
また,コモンズのあり方には,持続的発展論や
共同体論とともに,地域社会に固有なノウハウ
の継承論と技術のヘゲモニー論が重要であるこ
とを強調しておきたい｡なぜなら,資源の希少
性は,いわば,希少なりにノウハウを改善して
有効に活用することができるし,ノウハウに
よっては無限ではないが有限性の限界を突破で
きるからであり,技術のヘゲモニーは,他社会
のノウハウと交流し,個性を尊重して学びあい,
進歩しあっていくことと深く関わるからである｡
自治的なコミュニティによる内在的な環境利
用と社会秩序の制御システムであったコモンズ
は,環境問題を介して,都市の土地の公共的規
制への合意が育てる手がかりとしての可能性を
有している｡ コモンズ論は,政府でも企業でも
ない,政治活動におけると同様に経済活動にお
いても真の主人公であるべき国民 ･消費者によ
る環境制御の可能性を社会システムとして示し
た点で大きなインパクトを与えたが,さらに,
現代日本の都市において共有地と共有の思想を
問いかけることによって市民的公共と行政との
協働を構築する水路をも示しているといえよう｡
